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第13回　24時圃耐久リレーマラソン

、

飛び出せ！目指すは、24時間後のゴール。

10月4日正午から5日の正午までの2日間に
わたり行われた「ロ・マン24。。今年も町内外か

ら45チームが参加して、スポーツの秋を堪能した。

1チーム10名以内のメンバーで構成し、リレー

形式でタスキをつなぎながら2．13kmのコースを

周回するこの競技。今年の天侯を象徴するよう

に、夜間の時折降りしきる雨と寒さに耐えなが

らも、全チームが完走の栄光を手に入れた。

（結果は11ページに掲載）

表彰　走破3000km

県職中魚沼走遊会（11回連続出場）　頸城走遊会（11回連続出場）

主
な
内
容

コメ政策改革の概要から…………②～③

十日町広域圏合併任意協議会…④～⑦

長寿を祝う／各種大会の結果から…⑧～⑨

東京発／松代の自然／ロ・マン24…⑩～⑪

社会福祉協議会／松代病院からのお知らせ…⑫～⑱

文芸／お知らせ／町の行事予定ほか一⑭～㊦

■松代町役場

〒942－1592　新潟県東頸城郡松代町大字松代3252番地1
T　E　L　　O2559－7－2220

FAX　O2559－7－2526・7－2300

URL松代町http二〃www船wn．matsudai。niigataJp／
　　松代町観光協会http二〃www．echigo－matsudai£om／
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翻
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難
憲

　
米
の
生
産
か
ら
流
通
に
わ
た
る
国
の
米
政
策
は
大
き
な
転
換
期
に
差
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
平
成
1
9

年
度
か
ら
減
反
政
策
が
廃
止
さ
れ
、
国
が
減
反
面
積
を
配
分
し
て
い
る
現
在
の
方
式
に
か
わ
り
、
生
産

者
が
中
心
に
な
っ
て
需
給
調
整
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
は
、
こ
の
転
換
に
向
け
て
稲
作
所
得
の
確
保
に
向
け
た
対
策
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

．
糊
襲

水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金

　
こ
の
政
策
の
交
付
金
は
水
田

農
業
構
造
改
革
交
付
金
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
国
は
来
年
度
か

ら
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
．　

基
本
は
、
①
産
地
づ
く
り
対

策
と
②
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対

策
の
二
つ
を
柱
に
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
米
の
生
産
、
そ
し
て

流
通
が
よ
り
市
場
重
視
と
な
る

こ
と
に
対
応
す
る
た
め
の
対
策

で
、
特
色
の
あ
る
産
地
育
成
を

目
指
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
．

蓬
題
響
嚢
縢
離
鎌

将
来
の
方
向
を
示
し
た

　
　
　
　
　
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
消
費
者
の
期

待
に
応
え
る
産
地
育
成
に
向
け
、

市
町
村
が
地
域
の
特
色
あ
る
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
た
め

の
具
体
的
な
方
策
を
示
し
て
い

く
も
の
で
、
市
町
村
が
組
織
す

る
地
域
協
議
会
を
中
心
に
作
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容

　
国
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
的
な

内
容
に
次
の
4
点
を
重
点
事
項

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

①
水
田
農
業
の
改
革
の
基
本
的

　
な
方
向

②
作
物
作
付
け
や
販
売
、
担
い

　
手
へ
の
土
地
利
用
集
積
等
の
具

　
体
的
な
目
標

③
交
付
金
の
活
用
方
法
な
ど
ビ

　
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
の
手
段

④
担
い
手
の
明
確
化

　
こ
う
し
た
内
容
の
ビ
ジ
ョ
ン

の
作
成
が
、
こ
の
制
度
の
交
付

金
の
要
件
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

交
付
金
の
算
定
内
容

　
国
は
交
付
金
を
次
の
2
点
に

つ
い
て
重
点
を
置
い
て
算
定
し

ま
す
．

①
自
給
率
の
向
上

②
構
造
改
革
の
促
進

　
そ
し
て
、
交
付
金
の
基
本
部

分
は
現
行
の
と
も
補
償
交
付
面

積
を
踏
ま
え
て
単
価
を
算
定
す

る
ほ
か
、
担
い
手
分
に
つ
い
て

も
加
味
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
、
担
い
手
が
生

産
に
占
め
る
割
合
を
団
地
利
用

集
積
の
状
況
を
踏
ま
え
て
算
出

し
、
単
価
に
担
い
手
割
合
を
乗

じ
て
算
出
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
．

　
な
お
、
国
は
、
こ
の
担
い
手

の
占
め
る
割
合
を
平
成
22
年
に

は
、
平
成
1
1
年
の
6
割
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
（
参
考

平
成
1
1
年
の
担
い
手
の
割
合
は

26
％
）

そ
の
他
の
施
策
か
ら

　
交
付
金
に
は
、
こ
の
ほ
か
に

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
生
産
調

整
へ
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
に
特
別
調
整
促

進
加
算
を
新
設
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
交
付
金
を
受
け
取
る

人
に
つ
い
て
も
、
土
地
所
有
者

が
実
質
的
な
農
作
業
を
行
っ
て

い
な
い
場
合
の
個
人
へ
の
交
付

は
、
実
際
に
農
作
業
を
従
事
す

る
人
へ
交
付
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
し
、
担
い
手
に
配
慮
し

た
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

羅
難
覇
縫
墓
盤
礒
穰
難
策
．

　
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
稲
作

所
得
基
盤
確
保
対
策
は
米
価
下

落
対
策
と
担
い
手
経
営
安
定
対

策
の
2
つ
の
対
策
と
な
っ
て
い

ま
す
．

ω
米
価
下
落
対
策

　
米
価
下
落
対
策
は
、
直
近
3

年
問
の
平
均
価
格
を
基
準
と
し
、

米
価
下
落
の
度
合
い
に
応
じ
て

補
て
ん
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
．

の
担
い
手
経
営
安
定
対
策

　
ま
た
、
担
い
手
経
営
安
定
対

策
は
都
道
府
県
の
1
0
ア
ー
ル
当

た
り
稲
作
収
入
が
基
準
収
入
を

下
回
っ
た
場
合
に
、
そ
の
差
額

の
9
割
ま
で
を
米
価
下
落
対
策

分
に
上
乗
せ
し
て
補
て
ん
す
る

も
の
で
、
担
い
手
の
稲
作
収
入

の
安
定
を
図
る
た
め
の
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
．
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担
い
手
経
営
安
定
対
策
で
は

　
　
　
　
　
経
営
面
積
が
要
件

　
担
い
手
経
営
安
定
対
策
で
は
、

加
入
対
象
と
な
る
経
営
面
積
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
経
営
面
積
は
、
認
定
農
業
者

は
経
営
規
模
が
4
診
、
そ
し
て

集
落
営
農
組
織
に
あ
っ
て
は
2
0

診
が
基
本
原
則
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
性
を
加
味
し

て
、
知
事
に
よ
る
特
認
事
項
が

設
け
ら
れ
、
次
の
と
お
り
に
要

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
．

①
物
理
的
に
規
模
拡
大
が
困
難

　
な
地
域
は
基
本
原
則
の
概
ね
8

　
割
の
範
囲
内
で
緩
和
が
可
能

②
中
山
間
地
域
の
集
落
営
農
組

　
織
は
、
5
割
ま
で
の
範
囲
内
で

緩
和
が
可
能

　
以
上
の
水
準
を
当
町
に
当
て

は
め
る
と
、
認
定
農
業
者
は
経

営
規
模
が
3
・
2
診
、
そ
し
て

集
落
営
農
組
織
に
あ
っ
て
は
1
0

診
ま
で
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．
し
か
し
、
緩
和
の
割

合
は
、
国
と
の
協
議
に
よ
る
設

定
で
あ
り
、
現
状
を
踏
ま
え
た

う
え
で
の
今
後
の
対
応
が
注
目

さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
担
い

手
経
営
安
定
対
策
に
は
組
織
に

つ
い
て
5
年
以
内
に
法
人
化
に

す
る
こ
と
や
組
織
と
し
て
一
元

的
な
経
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
要
件
が
あ
り
、
高
齢
化

の
す
す
む
地
域
で
は
取
り
組
み

に
対
し
て
限
界
が
あ
り
ま
す
．

町
で
は
推
進
協
議
会
を
開
催

　
転
作
を
含
め
た
特
色
の
あ
る

産
地
づ
く
り
が
課
題
と
な
る
中
、

当
町
で
は
、
去
る
9
月
1
0
日
に

第
一
回
の
地
域
水
田
農
業
推
進

協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
協
議
会
は
、
町
の
農
業
経
営

者
会
議
や
生
産
組
織
、
農
業
委

員
会
、
そ
し
て
町
議
会
議
員
の

代
表
な
ど
1
8
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
協
議
会
で
は

国
や
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
潟
農
政
事
務
所
（
旧
食
糧
事

務
所
）
地
域
第
5
課
（
庁
舎
は

小
出
町
）
と
普
及
セ
ン
タ
ー
か

ら
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
町
の

方
針
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
棚
田
で
一
つ
の
圃
場
が
小
さ

い
当
町
で
は
、
経
営
面
積
が
限

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
、
今
後
集
落
営
農
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
を
検

討
す
る
た
め
、
町
で
は
次
の
事

項
に
つ
い
て
作
業
を
す
す
め
て

い
ま
す
．

①
新
た
な
認
定
農
業
者
の
育
成

②
集
落
営
農
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

　
ト
の
実
施

③
転
作
配
分
を
面
積
か
ら
数
量

　
に
置
き
換
え
る
試
行
調
査

　
こ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
、

町
で
は
集
落
営
農
を
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
必
要
な
対
策
を

把
握
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
．
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
集
計
後
、
集
落
で
の
懇

談
会
を
開
き
、
ビ
ジ
ョ
ン
作
成

に
向
け
て
意
見
集
約
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
1
1
月
上
旬
配
布

　
今
回
の
米
政
策
改
革
の
関
連

施
策
は
、
農
家
の
手
取
り
の
収

入
を
確
保
す
る
必
要
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
．

　
”
越
後
田
舎
体
験
”
で
の
生
徒

受
け
入
れ
を
は
じ
め
、
世
田
谷

区
や
八
王
子
市
と
の
交
流
に
み

ら
れ
る
山
村
都
市
交
流
、
そ
し

て
、
自
然
、
棚
田
、
山
菜
、
園

芸
、
そ
し
て
米
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
特
性
を
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
n
月
上
旬
に

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
問
い
合
せ
一
農
林
課
）

騒灘莚璽

　　醗響

　さて、最近、谷間や林一体を被うツ
　　　　　　　　　　ぼうせつさく
ルがあります。下の写真の防雪柵を覆っ

ているのが、この植物です。一つの場

所一面を覆うので、ちょっと不気味で
す。

　本誌でおなじみの高橋八十八さんに

確認すると、ウリ科でミヤマニガウリ

という植物だそうです。ゴーヤと同じ

仲間で一年草．大きくした上の写真の

左に小指の先くらいの実がついている

のが見えます。確かに実の表面はイボ

イボ状態．実は食べられないことはな

いないそうですが、高橋さんは苦くは

ないと話していましたが…。（おすすめ

しません）

　また、繁殖したのは、最近、草刈を

しなくなったからではないかというこ

とです．一年草なので、毎年種を落と

しては勢力を拡大しているようです．
　　　おお
　何でも覆いつくす生命力には脱帽で

すが、やはり不気味な感じがします．

　山も野も荒れ果ててしまうと下の写

真のようになってしまうのですね。
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目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
日
　
9
月
1
9
日
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
場
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
こ
の
日
、
議
長
に
就
い
た
関
谷
達
治
町
長
は
「
今
回
の
合
併
は
対
等
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら

併
で
あ
る
。
議
会
か
ら
も
、
合
併
協
議
が
全
て
十
日
町
市
に
右
倣
い
だ
と

吸
収
合
併
で
は
な
い
か
と
の
声
が
あ
る
。
合
併
後
十
年
く
ら
い
は
財
政
の

ゆ
る
す
範
囲
で
高
福
祉
・
低
負
担
で
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
合
併
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
懸
念
し
な
が
ら
、
残
り
二
～

三
回
の
限
ら
れ
た
協
議
会
の
開
催
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
事
の
進
行
が
な
さ

れ
る
よ
う
要
請
し
た
。

予
算
総
額
5
5
、
3
9
7
干
円

【
歳
　
出
】

　
1
0
、
4
6
9
干
円
補
正
増

　
新
市
建
設
計
画
策
定
補
助
業

務
の
委
託
費
や
各
市
町
村
問
の

電
算
業
務
を
統
合
す
る
た
め
の

調
査
委
託
費
を
計
上
し
た
．

①
新
市
建
設
計
画
策
定
補
助
業

　
務
委
託
費
　
　
4
9
4
千
円

②
電
算
統
合
調
査
分
析
委
託
費

　
　
　
　
　
3
、
1
5
0
千
円

③
電
算
詳
細
仕
様
調
査
分
析
委

　
託
費
　
　
　
6
、
8
2
5
千
円

【
歳
　
入
】

　
1
0
、
4
6
9
干
円
補
正
増

　
歳
出
予
算
の
補
正
増
に
伴
い
、

各
市
町
村
の
負
担
金
を
増
額
し

た
。松

代
町
負
担
金
1
、
1
0
6
千
円

議
察
盤

馨
務
事
業
の
協
議
に
識
“
超

　
（
⑳
は
議
案
の
決
定
内
容
）

㈹
克
雪
関
係
事
業

①
町
内
委
託
除
雪
に
関
す
る
こ

　
と

⑳
十
日
町
市
を
除
く
四
町
村
に

　
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
住
民

　
負
担
は
求
め
な
い
。
た
だ
し
、

　
個
人
に
起
因
す
る
除
雪
は
相
応

　
な
負
担
を
求
め
る
．
屋
根
雪
除

　
雪
の
割
合
の
高
い
十
日
町
市
に

　
お
い
て
は
現
行
の
負
担
率
の
三

　
分
の
二
相
当
の
負
担
を
住
民
に

　
求
め
る
（
平
場
2
0
％
、
中
問
地

　
1
3
％
、
山
間
地
3
％
）
。
五
年

　
を
め
ど
に
十
日
町
市
の
負
担
を

　
含
め
、
個
人
に
起
因
す
る
除
雪

　
に
つ
い
て
統
一
し
た
負
担
方
法

　
を
検
討
す
る
．

②
消
雪
パ
イ
プ
除
雪
に
関
す
る

　
こ
と
（
現
在
、
消
雪
パ
イ
プ
除

　
雪
は
十
目
町
市
、
川
西
町
、
中

　
里
村
で
行
わ
れ
て
い
る
．
）

⑳
井
戸
の
新
設
や
修
繕
な
ど
と

　
冬
期
問
の
電
気
料
は
原
則
と
し

　
て
全
額
新
市
の
負
担
と
す
る
．

　
た
だ
し
、
受
益
者
が
明
確
で
あ

　
る
夏
期
使
用
の
電
気
料
は
全
額

　
受
益
者
負
担
と
す
る
。

③
流
雪
溝
整
備
の
受
益
者
負
担

　
に
関
す
る
こ
と
（
市
町
道
に
付

　
帯
す
る
流
雪
溝
整
備
を
行
っ
て

　
い
る
の
は
、
十
日
町
市
・
川
西

　
町
の
み
で
あ
る
。
）

⑳
合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と

　
す
る
が
、
都
市
計
画
税
徴
収
区

　
域
外
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

　
は
、
住
民
負
担
を
求
め
る
こ
と

誤
と
し
、
負
担
割
合
等
の
基
準
は

　
新
市
に
お
い
て
五
年
を
め
ど
に

　
検
討
す
る
．

灘
霧

董
．
ψ
ノ

②
社
会
教
育
関
係
事
業

①
公
民
館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
の
施
設
・
設
備
の
整
備
計
画
に

　
関
す
る
こ
と

⑳
施
設
は
、
そ
の
ま
ま
新
市
に

　
引
き
継
ぐ
．

・
各
町
村
の
主
要
な
公
民
館
（
各

　
一
館
）
と
十
日
町
市
の
本
館
お

　
よ
び
地
区
公
民
館
は
、
そ
の
ま

　
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
（
新
市

　
で
は
十
二
の
公
民
館
と
な
る
）

　
そ
の
後
、
活
動
実
績
を
考
慮
し

　
た
う
え
で
、
五
年
を
め
ど
に
見

　
直
し
を
行
う
．

②
公
民
館
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

㊧
開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
～

　
午
後
1
0
時
ま
で
と
す
る
．
休
館

　
日
は
、
毎
週
月
曜
日
と
国
民
の

　
休
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月

　
2
9
日
～
1
月
3
日
）
と
す
る
．

　
開
館
時
問
、
休
館
日
は
、
利
用

　
状
況
を
見
て
再
度
検
討
す
る
．

含
媛
蓬
、
駈

市
轟
目
し
霧
飼

念
佛
冑
”
爽
会
奄
得
5
◎

③
運
動
会
に
つ
い
て

　
（
現
在
、
松
代
町
は
未
実
施
）

⑳
新
市
に
お
い
て
統
一
し
た
体

　
育
大
会
を
合
併
記
念
大
会
と
し

　
て
合
併
後
四
年
目
に
実
施
す

　
る
．
た
だ
し
、
現
在
実
施
し
て

　
い
る
市
町
村
の
大
会
を
合
併
記

念
大
会
ま
で
の
間
に
旧
市
町
村

単
位
で
実
施
す
る
場
合
は
、
現

在
の
予
算
の
範
囲
内
で
措
置
す

る
。
会
場
や
期
日
、
競
技
の
運

営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
に
調
整
す
る
。

翻騒謹覇
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③
企
画
関
係
事
業

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
つ
い
て

　
（
松
代
町
は
該
当
施
設
な
し
）

⑳
施
設
は
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

　
施
設
管
理
は
委
託
化
を
、
料
金

　
は
利
用
料
金
制
を
進
め
る
が
、

　
当
分
の
間
は
地
域
の
実
情
を
踏

　
ま
え
な
が
ら
対
応
す
る
。

・
主
た
る
利
用
実
態
が
集
会
目

　
的
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

　
用
途
を
変
更
す
る
。

②
生
活
交
通
確
保
計
画
に
つ
い
て

⑳
新
市
に
お
い
て
、
生
活
交
通

　
確
保
計
画
（
新
計
画
）
を
策
定

　
す
る
．

・
新
計
画
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
ヘ
の
一
般
住
民
混
乗
な
ど
新
市

　
所
有
の
車
両
を
活
用
し
た
市
営

　
バ
ス
の
運
行
を
含
め
、
市
民
の

　
交
通
手
段
の
確
保
を
図
る
。

・
福
祉
バ
ス
・
診
療
所
バ
ス
は

　
有
料
化
し
、
市
営
バ
ス
ヘ
移
行

す
る
．

・
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

　
ど
に
よ
る
運
営
形
態
に
つ
い
て

　
も
検
討
を
行
い
、
地
域
の
実
情

　
に
あ
っ
た
方
法
で
、
市
民
の
交

　
通
手
段
の
確
保
を
図
る
。
た
だ

　
し
、
新
計
画
が
策
定
さ
れ
る
ま

　
で
の
間
は
、
つ
ぎ
の
取
り
組
み

を
行
う
．

・
1
7
年
度
計
画
（
1
6
年
1
0
月
～

17

年
9
月
ま
で
）
は
、
行
政
や

バ
ス
事
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
需

要
調
査
に
基
づ
く
路
線
再
編
な

ど
新
市
と
し
て
の
共
通
の
計
画

を
作
成
す
る
．

㈲
総
務
関
係
事
業

①
各
集
落
の
集
会
施
設
に
つ
い
て

㊧
現
施
設
は
新
市
に
引
き
継
ぎ
、

　
設
置
条
例
は
、
松
代
町
の
例
に

　
よ
り
統
一
す
る
．

・
新
た
な
集
会
施
設
を
建
設
す

　
る
場
合
は
集
落
が
事
業
主
体
と

　
な
る
が
、
新
市
に
お
い
て
経
済

　
的
に
有
利
な
補
助
制
度
を
導
入

　
し
て
い
く
．
ま
た
、
大
規
模
改

　
修
に
か
か
る
助
成
は
、
現
在
の

　
制
度
を
当
該
地
区
に
五
年
間
継

　
続
し
、
そ
の
後
廃
止
す
る
．

②
行
政
区
名
に
関
す
る
こ
と

⑳
同
じ
表
記
の
行
政
区
名
は
調

　
整
す
る
。
そ
の
際
、
ど
ち
ら
か

　
一
方
が
変
え
る
の
で
は
な
く
、

　
双
方
と
も
変
更
す
る
こ
と
を
原

　
則
と
す
る
。
（
表
1
）

・
1
5
年
1
2
月
ま
で
に
関
係
集
落

　
で
変
更
案
を
出
す
．
さ
ら
に
同

　
じ
名
称
に
な
っ
た
場
合
は
、
行

　
政
と
関
係
行
政
区
で
協
議
し
、

　
1
6
年
3
月
ま
で
に
調
整
を
完
了

す
る
．

表
1

変
更
を
要
す
る
行
政
区
名

行
政
区
名

①
下
山

②
峠

該
当
市
町
村

松
代
町

＋
日
町
市

中
里
村

｛
欝
市

③
田
沢
無
肺

④
東
山
｛
藩
町

⑤
上
町
｛
縮
市

⑥
赤
倉
郵
鼎

⑦
栄
町
｛
総
市

③
大
字
名
に
関
す
る
こ
と

⑳
現
在
の
大
字
名
を
基
本
に
す

　
る
が
、
行
政
区
名
の
変
更
に
伴

　
い
、
大
字
名
も
変
更
し
た
ほ
う

　
が
よ
い
と
さ
れ
た
も
の
は
、
変

更
を
検
討
す
る
．

・
「
大
字
」
は
省
略
す
る
。

　
　
　
　
（
例
）

　
　
　
　
松
代
町
大
字
松
代
○
番
地

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
新
市
松
代
○
番
地

⑤
国
民
健
康
保
険
関
係
事
業

①
保
険
料
（
税
）
の
賦
課
方
式

　
な
ど
に
つ
い
て

⑳
1
、
保
険
料
（
税
）
の
賦
課
方
式

①
保
険
税
と
す
る
．

②
賦
課
方
式
、
賦
課
期
日
（
4

　
月
1
目
）
、
納
期
（
年
1
2
回
）
、

　
本
算
定
（
7
月
）
は
現
行
の
と

　
お
り
と
す
る
．

③
軽
減
制
度
は
国
民
健
康
保
険

　
法
に
よ
る
。
（
現
行
の
と
お
り
）

2
、
賦
課
割
合
は
、
医
療
分
が

　
応
能
割
（
所
得
割
＋
資
産
割
）

　
と
応
益
割
（
均
等
割
＋
平
等
割
）

　
の
四
方
式
で
、
介
護
分
が
応
能

　
割
（
所
得
割
）
と
応
益
割
（
均

　
等
割
）
の
二
方
式
で
算
定
し
、

　
そ
れ
ぞ
れ
応
能
、
応
益
割
ご
と

　
の
比
率
を
5
0
％
ず
つ
に
す
る
よ

　
う
に
努
め
る
．

3
、
賦
課
限
度
額
は
、
法
定
限

　
度
額
に
あ
わ
せ
る
。

4
、
保
険
税
率
は
、
均
一
課
税

　
方
式
と
す
る
．

②
給
付
内
容
に
関
す
る
こ
と

⑳
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
い

　
て
給
付
す
る
．

1
、
法
定
給
付
お
よ
び
法
定
外

　
給
付
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
現

　
行
の
と
お
り
法
定
給
付
（
七
割

　
給
付
）
の
み
の
実
施
と
す
る
。

2
、
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い

　
て
は
、
現
行
の
と
お
り
一
件
あ

　
た
り
三
十
万
円
の
給
付
と
す

　
る
。

3
、
葬
祭
費
に
つ
い
て
は
、
現

　
行
の
と
お
り
一
件
あ
た
り
五
万

　
円
の
給
付
と
す
る
。

⑥
障
害
福
祉
関
係
事
業

①
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
に

　
関
す
る
こ
と

　
県
の
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
と
し

　
た
が
、
現
在
松
代
町
の
み
で
実

　
施
し
て
い
る
町
単
独
の
上
乗
せ

　
助
成
に
つ
い
て
地
域
バ
ラ
ン
ス

　
を
欠
く
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
と

　
い
う
調
整
案
が
出
さ
れ
た
．
こ

　
れ
に
対
し
、
継
続
を
要
望
す
る

　
意
見
が
出
さ
れ
、
議
論
の
す
え

　
差
し
戻
し
と
な
っ
た
．

②
精
神
障
害
者
医
療
費
に
関
す

　
る
こ
と

⑳
助
成
対
象
と
な
る
医
療
は
、

　
精
神
障
害
者
医
療
の
入
院
お
よ

　
び
通
院
の
公
費
負
担
対
象
医
療

　
と
し
、
対
象
者
は
、
「
精
神
保

　
健
及
び
精
神
障
害
福
祉
に
関
す

　
る
法
律
」
第
5
条
に
規
定
す
る

　
者
と
す
る
。
老
人
医
療
保
健
加

　
入
者
は
除
く
。

・
対
象
と
な
る
経
費
は
入
・
通
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院
の
自
己
負
担
額
（
入
院
の
場

合
は
一
般
国
保
・
社
保
の
最
低

　
の
高
額
療
養
費
二
万
四
千
六
百

円
（
月
額
）
以
上
を
自
己
負
担

し
た
場
合
そ
の
全
額
．
附
加
給

付
金
制
度
の
あ
る
保
険
加
入
者

は
、
附
加
給
付
額
を
除
い
た
自

　
己
負
担
額
が
二
万
四
千
六
百
円

　
（
月
額
）
以
上
と
な
っ
た
場
合

　
そ
の
全
額
と
す
る
。
）
と
し
、

　
そ
の
三
分
の
一
の
額
を
助
成
す

　
る
も
の
と
す
る
．
ま
た
助
成
限

　
度
額
は
月
額
一
万
円
と
す
る
．

　
た
だ
し
、
合
併
前
に
当
該
事
業

　
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
老
人
医

　
療
保
健
加
入
者
は
、
合
併
後
も

　
従
前
の
制
度
で
助
成
を
継
続
す

　
る
も
の
と
す
る
．

③
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
に
関

　
す
る
こ
と

⑳
身
体
障
害
者
手
帳
1
、
2
級

　
と
3
級
の
一
部
（
視
覚
、
下
肢
、

　
体
幹
、
内
臓
）
の
者
、
お
よ
び

　
療
育
手
帳
A
を
所
持
し
て
い
る

　
者
を
対
象
と
し
て
助
成
す
る
．

　
助
成
方
法
は
定
率
助
成
方
式
と

　
し
、
利
用
料
金
の
5
0
％
助
成
券

　
を
交
付
す
る
（
上
限
一
回
二
千

　
円
の
利
用
券
を
十
二
枚
）
．

④
障
害
者
通
所
交
通
費
助
成
に

　
関
す
る
こ
と

⑳
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

　
の
通
所
支
援
と
し
て
、
公
共
交

　
通
機
関
を
利
用
し
て
通
所
す
る

　
方
の
自
己
負
担
額
の
三
分
の
一

を
助
成
す
る
．

⑤
通
院
交
通
費
（
人
工
透
析
）

　
助
成
に
関
す
る
こ
と

⑳
人
工
透
析
者
の
通
院
負
担
を

　
軽
減
す
る
た
め
、
小
千
谷
総
合

　
病
院
十
日
町
診
療
所
を
起
点
に

　
通
院
距
離
に
応
じ
た
助
成
（
月

　
額
5
㎞
未
満
一
千
円
、
1
0
㎞
未

　
満
一
千
五
百
円
、
1
5
㎞
未
満
一

　
二
千
円
、
1
5
㎞
以
上
一
二
千
五

　
百
円
）
を
行
う
．
た
だ
し
、
福

　
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
2
4
枚
交
付

　
と
、
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
で

　
き
る
。

⑥
老
人
施
設
相
互
利
用
（
デ
ィ
・

　
シ
ョ
ー
ト
）
に
関
す
る
こ
と

⑳
県
の
指
導
に
準
じ
た
事
業
を

　
行
う
こ
と
と
し
、
生
活
指
導
や

　
日
常
動
作
訓
練
な
ど
の
身
体
障

　
害
者
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
社

　
会
福
祉
法
人
な
ど
に
委
託
し
て

　
行
う
．

Gわ

保
健
衛
生
関
係
事
業

①
幼
児
医
療
費
助
成
に
関
す
る

　
こ
と

⑳
少
子
化
対
策
と
し
て
、
サ
ー

　
ビ
ス
の
高
い
中
里
村
の
制
度
に

　
あ
わ
せ
、
県
補
助
と
新
市
単
独

　
補
助
の
二
本
立
て
で
行
う
．

　
（
表
2
）

②
小
・
中
学
校
入
院
費
医
療
助

　
成
に
関
す
る
こ
と

⑳
幼
児
医
療
費
と
同
様
に
少
子

　
化
対
策
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の

　
高
い
中
里
村
の
制
度
に
あ
わ
せ

　
る
が
、
児
童
手
当
特
例
給
付
の

　
所
得
限
度
額
を
上
限
に
、
所
得

　
制
限
を
設
け
る
。

　
（
県
補
助
を
伴
わ
な
い
、
新
市

　
単
独
補
助
と
な
る
）

　
対
象
年
齢
一
小
学
校
に
入
学
し

　
た
初
日
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す

　
る
日
の
月
の
末
日
ま
で

　
自
己
負
担
一
一
日
　
千
二
百
円

幼児医療費助成表2

県補助 新市単独補助

対象
年齢

入院：満1歳に達した月の翌月から、
　　　満4歳に達した月の末日まで
通院：満1歳に達した月の翌月から、
　　　満3歳に達した月の末日まで

入院：満4歳に達した月の翌月から、
　　　満6歳に達した以後の最初の3
　　　月末日まで
通院：満4歳に達した月の末目

自己

負担
入院：1日1，200円
通院：1日　530円（月4回まで）

県補助額と同じ

所得
制限

あり なし
盤

，欝、．

⑧
農
業
委
員
会
関
係
事
業

①
委
員
会
数
、
選
挙
委
員
数
お

　
よ
び
任
期
に
関
す
る
こ
と

㊧
新
市
に
お
い
て
は
一
つ
の
農

　
業
委
員
会
と
す
る
．

・
合
併
特
例
法
の
選
挙
委
員
在

　
任
特
例
に
よ
り
、
合
併
後
一
年

　
以
内
の
在
任
と
す
る
．

・
そ
の
後
の
選
挙
に
お
い
て
は
、

　
選
挙
委
員
総
数
を
法
定
最
大
数

　
の
四
十
人
と
す
る
。
選
挙
区
は

　
現
行
の
ま
ま
と
し
、
五
市
町
村

　
ご
と
の
選
挙
区
と
十
日
町
市
の

　
複
数
選
挙
区
を
残
し
、
各
市
町

　
村
の
委
員
定
数
を
十
日
町
市
十

　
三
、
川
西
町
九
、
中
里
村
七
、

　
松
代
町
六
、
松
之
山
町
五
人
と

　
す
る
．

②
選
任
に
よ
る
農
業
委
員
の
選

　
定
に
関
す
る
こ
と

⑳
新
市
移
行
時
、
新
た
に
選
任

　
委
員
を
選
任
す
る
。

・
農
委
法
十
二
条
の
規
定
に
よ

　
り
、
一
号
委
員
は
「
農
業
協
同

　
組
合
」
と
「
農
業
共
済
組
合
」

　
の
推
薦
に
よ
る
各
1
人
ず
つ
と

　
す
る
。
二
号
委
員
は
五
人
と
し
、

　
五
市
町
村
か
ら
議
会
の
推
薦
に

　
よ
る
「
学
識
経
験
を
有
す
る
者
」

　
各
1
人
ず
つ
と
す
る
．
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市
町
村
議
会
改
選
に
よ
る

協
議
会
委
員
の
交
代
に
つ
い
て

（
松
之
山
町
議
会
改
選
に
よ
る
）

【
退
任
】

石
塚
　
幸
貞
委
員

村
山
　
正
英
委
員

【
着
任
】

村
山
　
里
志
委
員

高
橋
　
英
一
委
員

第
”
回
十
日
町
広
域
圏
合
併

任
意
協
議
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
…
m
月
器
目
ψ
℃
午
後
1
時
3
0
分
～

会
場
一
松
之
山
町
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

〈
議
案
〉

・
事
務
事
業
協
議
に
つ
い
て

　
人
事
、
農
政
関
係
事
業
に
つ
い
て

・
事
務
事
業
調
整
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
な
ど

§

§
『
§
囁
≦
ミ
q
≦
§
蒔
…
『
薔
≦
s
遍
く
醤
≦
ミ
輔
≦
§
蒔
≦
ミ
哺
≦
ミ
隔
≦
醤
≦
ミ
繭
嚢
唖
墨
§
哺
く
ミ
繭
く
醤
≦
ミ
唖
≦
ミ
隔
醤
垂
ミ
隔
く
§
唖
≦
藝
哺
§
哺
薯
§
s
蒔
薯
≦
蒔
≦
蒔
≦
ミ
嚢
ミ
哺
≦
ミ
唾
く
ミ
隔
蓄
≦
醤
’

重度心身障害者医療費に関することで議案差し戻し

1
松
代
町
だ
け
が
実
施
し
て
い
る
療
育
手
帳
B
所
持
者
に
対
す
る
上
乗

せ
助
成
は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
ー
と
い
う
調

整
案
に
対
し
て
、
高
橋
芳
平
委
員
を
は
じ
め
多
く
の
委
員
か
ら
合
併
後

も
継
続
す
る
よ
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

委
　
員
一
「
い
い
制
度
に
も
か
か
わ

　
ら
ず
、
現
在
一
町
村
だ
け
の
実
施
で

　
あ
る
た
め
に
廃
止
す
る
と
い
う
こ

　
と
は
納
得
で
き
な
い
．
該
当
さ
れ

　
る
方
へ
の
精
神
的
、
経
済
的
ご
苦
労

　
を
察
し
て
松
代
町
は
こ
の
制
度
を

　
取
り
入
れ
て
き
た
。
恵
ま
れ
な
い

　
方
々
に
行
政
の
温
か
い
手
を
差
し

　
伸
べ
る
こ
と
こ
そ
本
当
の
福
祉
だ

　
と
思
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
新
市
に
お

　
い
て
も
制
度
の
継
続
を
願
い
た
い
．
」

事
務
局
一
「
新
市
全
域
で
実
施
す
る

　
と
四
～
五
百
万
円
程
度
の
負
担
増

　
に
な
る
と
思
わ
れ
る
」

委
員
一
「
そ
の
程
度
の
負
担
は
大

　
き
な
新
市
の
予
算
の
中
で
は
問
題

　
で
は
な
い
．
新
市
で
も
相
互
扶
助

　
の
精
神
は
大
切
だ
」

会
　
長
一
「
新
市
に
お
い
て
福
祉
後

　
退
は
ま
ず
い
。
新
市
に
な
り
低
負

　
担
高
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
だ
が
、
現
在

　
松
代
町
の
み
の
実
施
で
あ
る
こ
と

　
は
考
え
な
く
て
は
な
ら
い
な
い
。

　
こ
の
論
議
を
踏
ま
え
幹
事
会
に
差

　
し
戻
し
て
は
ど
う
か
」

委
　
員
一
「
こ
の
会
に
は
議
決
権
が

　
あ
る
の
だ
か
ら
こ
の
場
で
決
め
て

　
い
た
だ
き
た
い
」

以
上
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
委
員

間
で
も
意
見
の
相
違
が
あ
る
た
め
幹

事
会
で
再
度
調
整
す
る
こ
と
と
な
り
、

議
案
は
差
し
戻
さ
れ
た
．

　一鄭器販畷耀　態叢　　｝　　　　r覇象響叩雛・藷

　平成14年度と平成32年度の歳出を比較した場合の削減額は下記のとおり見込まれていて、歳入の減額見込み

額と比較すると最小で4億円（一α）、最大で15億円（＋α）の余裕額が発生すると見込まれています．

◆歳入の減額　　◆歳出の削減　　　　　　　　　　　　　　　　◆合併後の歳入・歳出のおおよそのイメージ

普通交付税が特例法

により措置される期

間に確保される歳入旧－’懲

嵐
灘

桑

5年間

吻

電算統合等、合併当

初に特にかかる費用

10年間

く人繹費》　麗億霞

甜

最那　籔億購　く物件嚢》　最大　塗5億円

最都　5億円く補助費等》最大　塗◎億円

最都　舗億円　く合　諦簗　最大　嬰億円

　　講税

　譲奪税等

普通交付税

鵠徳円藩一傷

　　　　　　　合併しなかった場合

行政サービス水準の向上

財源が固定化されているため、一つの行政サービス水準

を向上するには、別の行政サービスを見直す必要がある。

　　　　　　　　　合併した場合

行政サービス水準の向上

人口規模が大きくなることによって、財政構造が柔軟に

なり、行政サービスに充てる財源が増加する。

地方交付税制度の見直しへの対応

地方交付税制度の見直しがあって、歳入だけが削減され

た場合は、歳出を削減して対応せざるを得ない。

地方交付税制度の見直しへの対応

地方交付税制度の見直しがあった場合でも上記の額まで

は、サービス水準を落とすことなく対応が可能である。
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隆
§
．
§
§
§
ミ
ミ
．
§
§
§
§
ミ
》
§
§
§
§
ミ
試
§
§
ミ
…
§
§
§
§
ミ
葵
§
§
§
§
ミ
§
§
§
§
、
ミ
蓉
§
§
ミ
§
ミ
、
§
§
§
§
§
§
ミ
葵
§
、
ミ
馨
§
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
．
森
．
γ
轟
を
鎚
・
う
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
幸
せ
に
柵

伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

§
ミ
ミ
’
ミ
ミ
’
§
§
’
§
’
§
§
≦
s
§
ミ
’
§
§
’
§
ミ
『
’
ミ
’
ミ
’
ミ
’
§
ミ
ミ
’
§
§
’
ミ
殴
§
’
§
ミ
’
§
ミ
ミ
’
§
ミ
ミ
’
§
’
§
’
§
’
§
ミ
ミ
’
ミ
ミ
’
ミ
’
ミ
’
ミ
ミ
’
§
§
’
§
ム
鵠
§
ミ
’
ミ
’
§
ミ
ミ
瓠

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
　
　
　
姦
　
　
　
餐
　
ー
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

さ
れ
た
老
人
の
方
々
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う
敬
老
（
老
人
）
の
　
　
　
　
（
昭
和
2
8
年
4
月
1
日
～
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
年
3
月
31
日
に
結
婚
さ
れ
た

目
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
妻
が
対
象
）

　
今
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、

金
婚
を
む
か
え
ら
れ
た
2
4
組
の
　
　
　
　
　
　
　
2
0
組

ご
夫
婦
と
米
寿
（
88
歳
）
の
1
9
　
　
鈴
木
　
武
夫
・
シ
ゲ
ノ
（
松
代
）

名
の
方
に
、
松
代
町
社
会
福
祉
　
　
市
川
　
貫
一
・
キ
ヨ
　
（
〃
）

協
議
会
か
ら
お
祝
い
状
や
記
念
　
　
樋
口
　
良
平
・
ト
キ
　
（
〃
）

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
関
谷
　
己
代
治
・
ヨ
ネ
（
菅
刈
）

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
を
　
　
高
橋
　
修
平
・
キ
ヨ
子
（
田
沢
）

む
か
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
　
　
菅
井
　
久
松
・
マ
ス
　
（
〃
）

方
々
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
一
太
郎
・
喜
枝
子
（
池
之
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
沢
　
甲
一
・
好
　
　
（
下
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
讐
　
ー
　
　
　
　
柳
　
　
敏
雄
・
テ
ル
　
（
千
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
魯
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
奥
次
郎
・
知
代
　
（
〃
）

　
　
（
昭
和
1
8
年
4
月
1
日
～
昭
和
　
　
　
小
野
嶋
良
作
・
セ
ツ
子
（
会
沢
）

　
　
1
9
年
3
月
31
日
に
結
婚
さ
れ
た

　
夫
婦
が
対
象
）
　
　
　
　
　
　
　
萬
羽
　
五
一
・
セ
キ
　
（
”
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
　
貞
三
・
ユ
シ
ノ
（
蓬
平
）

　
　
　
　
　
4
組
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
昌
治
・
ミ
ヨ
ノ
（
孟
地
）

佐
藤
　
猶
栄
・
ス
ミ
　
（
千
年
）
　
　
山
本
　
辰
雄
・
ト
ミ
子
（
犬
伏
）

山
岸
　
庸
倍
・
テ
ル
（
片
桐
山
）
　
　
石
田
武
一
郎
・
キ
ク
エ
（
苧
島
）

佐
藤
　
正
平
・
ミ
ヨ
子
（
室
野
）
　
　
山
岸
甚
八
郎
・
タ
ツ
ノ
（
蒲
生
）

五
十
嵐
信
夫
・
フ
ヂ
ノ
（
竹
所
）
　
　
小
堺
直
一
郎
・
富
久
美
（
儀
明
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
勇
吉
・
千
江
　
（
室
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
堺
　
久
松
・
サ
ダ
子
（
〃
）

■男子の支給開始年齢

生年月目 支給開始年齢

昭和16年4月1目以前 60歳
昭和16年4月2日～昭和18年4年1日 61歳
昭和18年4月2目～昭和20年4月1目 一62歳

昭和20年4月2日～昭和22年4月1日 63歳
昭和22年4月2目～昭和24年4月1日 64歳
昭和24年4月2日以降 65歳

※昭和24年4月2目以降生まれの人には、定額部分は支給されません。

■女子の支給開始年齢

生年月日 支給開始年齢

昭和21年4月1目以前 60歳
昭和21年4月2目～昭和23年4月1目 61歳
昭和23年4月2目～昭和25年4月1目 62歳
昭和25年4月2目～昭和27年4月1日 63歳
昭和27年4月2日～昭和29年4月1日 64歳
昭和29年4月2日以降 65歳

老齢基礎年金の受給資格期問を満たしてい

て、厚生年金保険の被保険者期間が1年以上

ある60歳以上の人には、65歳になるまで厚生

年金保険から特別支給の老齢厚生年金（定額

部分＋報酬比例部分を合算した額）が支給さ

れ、65歳から老齢基礎年金・老齢厚生年金を

受けることになります。

なお、定額部分の支給開始年齢については、

左の表のとおり段階的に引き上げられ、60歳

から特別支給の老齢厚生年金の支給開始年齢

に達するまでは、報酬比例部分の老齢厚生年

金が支給されます。

特別支給の老齢厚生年金を受けていた人に

は、ハガキ様式の「国民年金・厚生年金保険

老齢給付裁定請求書」が社会保険業務センター

から送付されてきますので、これに必要事項

を記入したうえで役場にお持ち頂き請求書の

所定欄に証明をもらい、65歳の誕生月（1目

生まれの人は誕生日月の前月）の末目までに

提出してください。
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〈
第
4
0
回
東
頸
城
郡
中
学
校
駅

伝
競
走
大
会
〉

（
9
月
2
6
目
松
代
～
大
島
コ
ー
ス
）

【
男
子
】

1
位
　
松
代
中
A
チ
ー
ム

（
五
十
嵐
太
博
、
小
堺
雄
太
、

駒
形
知
彦
、
井
上
智
晴
、
中
澤

政
文
、
五
十
嵐
春
彦
）

【
女
子
】

4
位
　
松
代
中
A
チ
ー
ム

（
樋
口
友
佳
子
、
市
川
正
恵
、

寺
崎
恵
美
、
小
嶋
な
つ
み
、
石

田
沙
織
）

優勝した男子Aチーム

〈
第
9
回
新
潟
県
郡
市
対
抗
女

子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー

大
会
〉

（
9
月
2
0
目
小
千
谷
市
白
山
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
付
設
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）

5
位
　
東
頸
城
郡
チ
ー
ム

（
松
代
高
校
”
小
嶋
ち
え
み
、

関
谷
智
美
　
出
場
）

前列右1番目が関谷さん、2番目が小嶋さん

一各種大会の結果から

〈
第
1
4
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
兼
第
1
2
回
全
国
小
学
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
新
潟
県
予
選
会
〉

（
9
月
1
3
日
長
岡
市
民
体
育
館

　
県
内
4
2
1
名
参
加
）

【
小
学
4
年
以
上
の
部
】

3
位
　
武
田
　
千
尋
さ
ん

　
　
　
　
　
（
ま
つ
だ
い
男
）

（
武
田
さ
ん
は
県
代
表
と
し
て
、

10

月
開
催
の
富
山
県
で
の
北
信

越
大
会
に
出
場
）

〈
第
2
5
回
東
頸
城
郡
小
学
生
親

善
陸
上
競
技
大
会
〉

（
9
月
1
7
日
上
越
市
営
陸
上
競

技
場
）

【
男
子
6
年
】
◆
8
0
材
ハ
ー
ド

ル
②
室
岡
隼
弥
人
（
松
代
）
◆

1
5
0
0
癖
③
高
橋
健
斗
◆
2

0
0
材
①
五
十
嵐
羊
太
（
松
代

一
大
会
新
）
◆
1
0
0
癖
×
4

リ
レ
ー
①
松
代
小
（
室
岡
隼
弥

人
、
五
十
嵐
羊
太
、
市
川
銀
次
、

樋
口
琢
磨
）

【
女
子
6
年
】
◆
1
0
0
材
②

寺
崎
由
美
（
松
代
）
◆
8
0
層
ハ
ー

ド
ル
①
中
沢
里
奈
（
奴
奈
川
）

◆
8
0
0
材
②
牧
田
秋
恵
（
奴

奈
川
）
③
寺
崎
由
美
（
松
代
）

◆
走
幅
跳
び
②
佐
藤
千
紘
（
奴

奈
川
）
◆
1
0
0
㌶
×
4
リ
レ
ー

①
松
代
小
（
楯
澤
柚
葉
、
寺
崎

由
美
、
秋
山
美
幸
、
相
沢
里
奈
）

②
奴
奈
川
小
（
中
沢
里
奈
、
佐

藤
千
紘
、
牧
田
秋
恵
、
中
澤
優

子
）【

男
子
5
年
】
◆
80
材
ハ
ー
ド

ル
②
小
堺
錬
太
郎
（
奴
奈
川
）

◆
1
5
0
0
材
③
佐
藤
友
樹
（
奴

奈
川
）
◆
混
成
リ
レ
ー
②
孟
地

小
（
松
山
拓
也
、
菅
井
彩
香
、

山
本
栞
、
山
本
哲
郎
）

【
女
子
5
年
】
◆
8
0
㌶
ハ
ー
ド

ル
③
樋
口
真
澄
（
松
代
）
◆
8

O
O
材
①
山
本
栞
（
孟
地
）
◆
．

走
幅
跳
び
②
樋
口
真
澄
（
松
代
）

〈
第
2
3
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
総
合
体
育
大
会
空
手
道
大
会
〉

（
8
月
31
日
田
上
町
民
体
育
館
）

【
小
学
生
団
体
形
】

3
位
松
代
チ
ー
ム

（
相
沢
祐
樹
、
市
川
銀
次
、
高
澤

慎
太
郎
、
松
澤
航
、
村
山
雄
也
）

【
小
学
生
3
・
4
年
女
子
形
】

2
位
　
松
澤
　
佳
奈
さ
ん

〈
第
2
3
回
良
寛
書
道
展
〉

主
催
一
出
雲
崎
町
、
出
雲
崎
町

　
　
　
教
育
委
員
会
、
飼
良
寛
記

　
　
　
念
館
他

（
県
内
6
3
市
町
村
の
小
中
学
生

か
ら
約
3
、
6
0
0
点
が
出
品
）

【
県
教
育
長
賞
】

品
田
　
梓
さ
ん
（
松
代
小
2
年
）

【
出
雲
崎
町
長
賞
】

柳
空
さ
ん
（
松
代
小
1
年
）

》

平成15年度自衛隊生徒募集のお知らせ

【待　　遇】4年間の生徒課程期間のうち生徒教育3年修

　　　　　　了時には、高等学校卒業資格を取得できます。

　　　　　身分は、特別職国家公務員です．

問い合せは、自衛隊新潟地方連絡部高田募集事務所まで．

　　　　　　　　　（TELO25－523－5519）

自衛隊生徒とは、専門技術者としての陸・海・空曹を養

成するために、中学校卒業見込者から17歳未満の男子を

対象とした制度です。

防衛庁では、次のとおり自衛隊生徒を募集します．

【応募資格】日本国籍を有し、平成16年4月1日現在、15

　　　　　　歳以上17歳来満の男子（平成16年3月に中学

　　　　　　校卒業または中等教育学校の前期課程終了見

　　　　　　込みの者を含む）

【受付期間】平成15年11月4日㈹～平成16年1月6日㈹ま

　　　　　　で

【試験目】一次　平成16年1月10目㈲
【試験会場肇陸上自衛隊高田駐屯地　予定
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●●●●議
　
融

白河高原カントリークラブにて（後列左端が鈴木さん）

ゴ
ル
フ
会
だ
よ
り

鈴
　
木
　
彦
　
平

　
川
越
市
在
住

　
　
　
（
松
代
　
た
た
み
や
）

　
大
宮
駅
で
新
幹
線
の
ホ
ー
ム

に
居
合
わ
せ
た
仲
間
の
二
人
と
、

入
っ
て
き
た
車
両
に
乗
り
込
み

車
窓
か
ら
外
の
風
景
を
眺
め
な

が
ら
雑
談
し
て
一
時
間
ほ
ど
す

る
と
、
そ
こ
が
東
北
の
南
玄
関

新
白
河
駅
．

　
駅
前
に
待
機
し
て
く
れ
て
い

た
ク
ラ
ブ
バ
ス
に
乗
り
継
ぎ
、

朝
目
岳
の
な
だ
ら
か
な
裾
野
の

緑
濃
い
雑
木
林
の
中
の
坂
道
を

上
る
こ
と
二
十
分
、
そ
こ
が
標

高
八
百
㌶
に
位
置
す
る
白
河
高

原
C
C
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス

で
の
会
の
開
催
は
、
今
年
で
五

回
目
。
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て

は
馴
染
み
の

コ
ー
ス
で
、

よ
く
知
り
つ

く
さ
れ
て
い

る
．
一
日
目

の
七
日
は
、

昼
食
を
す
ま

せ
て
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー

ト
と
い
う
時
に
な
っ
て
小
雨
が

降
り
出
し
て
き
た
。

　
そ
の
後
雨
は
止
む
こ
と
な
く

降
り
続
い
た
が
、
傘
を
さ
す
ほ

ど
に
は
至
ら
ず
、
ち
ょ
つ
と
し

た
肌
寒
さ
を
感
じ
な
が
ら
の
ラ

ウ
ン
ド
と
な
っ
た
。

　
ス
コ
ア
の
方
は
特
別
に
良
か
っ

た
人
は
い
な
い
よ
う
だ
が
、
上

が
っ
て
く
る
皆
さ
ん
の
顔
に
は

笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ

　
雨
に
濡
れ
、
少
し
冷
え
た
躯

を
の
ん
び
り
と
温
泉
に
つ
か
っ

て
空
腹
に
な
っ
た
頃
、
今
度
は

夜
の
楽
し
み
が
待
っ
て
い
た
。

　
今
年
も
菅
井
正
博
さ
ん
が
「
雪

中
梅
」
、
「
寒
梅
」
の
二
本
を
持

ち
込
ん
で
く
れ
て
、
飲
み
放
題

の
ビ
ー
ル
と
ほ
ど
よ
く
冷
え
た

銘
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
食
堂
の

調
理
人
の
厚
意
で
特
別
に
料
理

し
て
く
れ
た
福
島
産
の
馬
刺
な

ど
に
舌
鼓
を
打
っ
た
．
ゴ
ル
フ

の
腕
前
は
不
揃
い
だ
が
、
酒
は

「
私
は
駄
目
だ
」
と
い
う
人
は
一

人
も
な
く
、
う
ま
い
具
合
に
揃
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
こ
の
会
の
楽

し
さ
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
由

縁
で
も
あ
る
．

　
酒
が
入
っ
て
皆
さ
ん
赤
ら
顔

に
な
る
と
も
う
話
は
止
ま
ら
な

い
。
酒
の
二
本
が
空
に
な
る
頃

に
は
ほ
ろ
酔
い
ど
な
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

後
談
話
室
に
席
を
移
し
て
酌
み

交
わ
す
こ
と
二
時
問
．
平
均
年

齢
六
十
五
歳
．
疲
れ
も
知
ら
ず

に
楽
し
ん
で
い
る
の
に
は
驚
い

た
。　

翌
早
朝
、
曇
っ
て
い
た
空
も

ス
タ
ー
ト
の
八
時
に
は
晴
れ
間

も
の
ぞ
き
、
そ
れ
が
次
第
に
快

晴
と
な
っ
た
．
先
方
に
人
ひ
と

り
い
な
い
森
閑
と
し
た
広
い
フ
ェ

ア
ウ
エ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思

い
思
い
に
ク
ラ
ブ
を
振
り
回
し

た
。　

と
き
た
ま
ボ
ー
ル
が
池
や
林

に
入
る
と
大
声
を
張
り
あ
げ
た

り
、
腹
を
抱
え
て
笑
っ
た
り
と

ト
ラ
ブ
ル
も
ま
た
楽
し
い
．
一

緒
に
組
ん
だ
三
人
と
も
、
自
分

の
納
得
で
き
る
よ
う
な
シ
ョ
ッ

ト
が
長
く
続
か
な
い
う
ち
に
二

日
問
の
ラ
ウ
ン
ド
も
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
気
分
は
爽
快
だ
っ

た
。　

何
は
と
も
あ
れ
九
月
の
こ
の

会
の
催
し
の
目
的
は
、
「
涼
」
を

求
め
て
の
ゴ
ル
フ
。
清
々
し
い

白
樺
林
や
彩
り
始
め
た
ナ
ナ
カ

マ
ド
、
爽
や
か
な
高
原
の
綴
殿

な
ど
一
足
早
い
秋
の
風
情
を
満

喫
し
、
心
が
洗
わ
れ
る
想
い
で

白
樺
高
原
を
後
に
し
た
．

0

／
ノ

り
◆
「
趣
味
の
会
」

よ
　
　
　
　
お
知
ら
せ

だ山
兄
　
　
趣
味
の
会
．
カ
ラ
オ
ケ
道

東
場
は
、
例
年
n
月
に
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
都
合
に

よ
り
休
会
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
．

　
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方

に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
体
制
を
整
え
再
開
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
節
は
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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松
代
の
自
然

シ
オ
ヤ
ア
ブ

魑

’
　
の

、“》

‘
　
イ　

瀞

弾
尋

　
八
月
も
十
一
日
に
な
っ
て
お
盆
が
近

　
　
　
　
せ

付
く
と
、
心
急
か
れ
る
思
い
に
駆
ら
れ

ま
す
．

　
そ
ん
な
中
で
、
私
も
千
年
の
『
川
端

商
店
』
さ
ん
の
経
営
す
る
し
め
縄
用
の

稲
ワ
ラ
乾
燥
の
作
業
に
出
動
し
ま
し
た
。

乾
燥
す
る
生
ワ
ラ
を
運
び
込
む
ト
ラ
ッ

ク
を
待
っ
て
い
る
と
、
目
の
前
の
地
面

か
ら
飛
び
立
っ
た
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
の

オ
ス
に
、
な
に
や
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

た
ら
し
く
、
も
つ
れ
る
よ
う
な
感
じ
で

前
方
の
地
面
に
降
り
て
止
ま
り
ま
し
た
．

　
漫
然
と
見
て
い
た
私
は
多
分
メ
ス
の

ム
ギ
ワ
ラ
ト
ン
ボ
を
捕
ま
え
て
交
尾
を

迫
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
が
、

ど
う
も
様
子
が
変
な
の
で
近
寄
っ
て
見

ま
し
た
。
そ
こ
に
展
開
さ
れ
た
場
面
は

意
外
な
も
の
で
し
た
。
シ
オ
カ
ラ
ト
ン

ボ
よ
り
も
は
る
か
に
小
さ
い
虫
が
彼
の

背
中
に
乗
り
、
首
す
じ
の
辺
り
を
刺
し

て
い
る
の
で
す
．

　
そ
れ
は
痩
せ
た
シ
オ
ヤ
ア
ブ
と
い
う

シ
オ
ヒ
キ
ア
ブ
科
の
昆
虫
で
、
弱
々
し

い
飛
び
方
を
し
な
が
ら
小
さ
な
虫
を
捕

ら
え
て
、
そ
の
血
液
に
当
た
る
体
液
を

吸
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
よ
く
目
撃
し
ま

す
が
、
こ
ん
な
に
大
き
な
獲
物
を
捕
獲

す
る
と
は
驚
き
で
す
。

　
ワ
ラ
を
積
ん
だ
車
が
ま
だ
来
な
い
の

を
幸
い
に
、
家
ま
で
カ
メ
ラ
を
取
り
に

戻
っ
て
撮
影
し
て
み
ま
し
た
。
シ
オ
ヤ

ア
ブ
と
は
「
塩
屋
虻
」
と
も
書
き
表
さ

れ
、
オ
ス
の
尻
の
部
分
に
白
い
毛
が
生

え
て
い
て
、
塩
の
よ
う
だ
と
い
う
こ
と

か
ら
で
、
白
っ
ぽ
い
粉
を
吹
く
シ
オ
ヤ

ト
ン
ボ
や
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
も
そ
の
よ

う
な
発
想
で
の
名
前
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
一
見
弱
々
し
い
よ
う
に

見
え
な
が
ら
、
他
の
昆
虫
を
襲
っ
た
り
、

た
ま
に
は
仲
間
を
襲
っ
て
共
食
い
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
も
う

い
る
の
も
見
ら
れ
た
り
す
る
檸
猛
な
性

質
が
あ
る
の
で
す
．
こ
の
遥
か
に
大
き

い
ト
ン
ボ
を
一
撃
で
動
け
な
く
す
る
と

　
　
　
　
こ
う
ふ
ん

い
う
こ
と
は
、
口
吻
か
ら
出
す
針
と
毒

が
相
当
に
強
力
な
も
の
の
よ
う
で
す
。

　
大
き
な
獲
物
の
体
液
を
腹
一
杯
吸
っ

て
、
痩
せ
て
い
た
腹
部
が
大
き
く
膨
ら

ん
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

第13回　24時間耐久リレーマラソンの結果
　　日時：10月4日（土）～5日（日）会場：松代町クロスカントリースキーコース

順位 Nα チーム名 市町村名 周回 距離 順位 Nα チーム名 市町村名 周回 距離

1 3 東芝柏崎 柏崎市 161 344．33 24 24 佐渡暴飲暴走連合 新潟市 122 260．06

2 37 激走会 柏崎市 159 339．57 25 34 すろ一らんな一づ 六日町 121 259．83

3 12 河村ランニングクラブ 新潟市 155 331．65 26 29 ランニングスピリッツ妙高 妙高村 121 257．73

4 42 ドルフィンズ 小出町 145 310．75 27 32 青山MCC 柏崎市 120 257．50

5 13 片貝マラソンクラブ 小千谷市 145 309．15 28 36 STOP　THE土石流 新潟市 120 255．60

6 18 Oh！ファイト奴奈川 松代町 138 295．74 29 44 チームy　p　aじお！ 新津市 119 255．47

7 16 六日町山の会若ぶな 六日町 136 290．68 30 23 ブルボンAC 出雲崎町 119 255．27

8 4 過激クラブ・柏崎刈羽 柏崎市 136 289．78 31 7 TOSYSランナーズ 新潟市 116 247．18

9 1 頚城走遊会 頚城村 135 287．85 32 20 安塚警察署 安塚町 115 245．05

10 14 内野走ろう会 新潟市 131 280．43 33 45 こへび隊 文化村 114 244．12

11 17 気合・根性・体力 松代町 131 279．83 34 41 飛び出青春！！dreamcatcher 柏崎市 114 243．92

12 22 県職中魚沼走友会 十日町市 131 279．63 35 2 lRONBUTT 松代町 114 243．62

13 28 じょんのびドボッキー 柏崎市 129 274．87 36 6 新潟県土地改良連合会 新潟市 111 238．23

14 5 富士通フロンテック 新潟市 128 274．64 37 21 骨髄バンク＆マルグS 村上市 109 232．87

15 19 2003“アップ三和” 三和村 128 272．64 38 25 坂戸山　ロ・マンの会 六日町 109 232．17

16 39 オレも頑張るから、お前も頑張れ 松代町 126 269．98 39 8 東シス・レンゴー 新潟市 105 225．35

17 38 激走会Part2 柏崎市 126 268．38 40 15 Samurai 柏崎市 104 223．62

18 11 TEAMひとり娘 巻町 125 266．25 41 31 関川爆走族 上越市 104 221．62

19 30 酒RUN24 妙高村 125 266．25 42 35 ひとつ屋根の下 村上市 100 213．10

20 9 T・Y・O 松代町 124 264．92 43 43 ロードオブ走るンジヤー 松代町 100 213．10

21 26 加茂市役所 加茂市 124 264．82 44 27 ごめんよ☆母さん 新潟市 88 188．14

22 33 緑山MCC 柏崎市 124 264．22 45 10 松代町商工会青年部 松代町 85 183．05

23 40 安土まつだいブーメランズ 安塚町 124 264．12
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昭
和
五
十
九
年
に
松
代
町
文

化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
に
就

任
し
、
平
成
四
年
に
は
同
会
の

議
長
と
し
て
延
べ
十
九
年
間
に

わ
た
り
町
の
文
化
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
関
谷
哲
郎
さ
ん
に
こ
の

ほ
ど
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
関
谷
さ
ん
は
昭
和
二
十
四
年

か
ら
中
学
校
の
教
諭
を
勤
め
、

郷
土
を
愛
す
る
教
え
に
多
く
の

生
徒
か
ら
厚
い
信
頼
を
受
け
て

い
ま
し
た
．

　
昭
和
5
6
年
か
ら
は
松
代
町
史

の
編
さ
ん
に
あ
た
り
、
古
文
書

の
解
読
を
も
と
に
松
代
に
あ
る

文
化
財
の
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

松
代
町
の
財
産
と
し
て
記
録
に

留
め
て
い
ま
す
．

　
平
成
元
年
の
松
代
町
史
の
完

成
後
は
、
大

島
村
や
松
之

山
町
、
安
塚

町
な
ど
東
頸

城
郡
内
の
ほ

と
ん
ど
の
町

村
史
編
さ
ん

に
た
ず
さ
わ

り
、
郷
土
を

愛
す
る
気
持

か
ら
蓄
積
さ

れ
た
知
識
を

も
と
に
、
あ
ち
こ
ち
の
町
村
で

活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
松
代
町
に
も
数
多
く
の
貴
重

な
歴
史
や
文
化
財
産
が
あ
り
ま

す
．
郷
土
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
の

歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
関
谷
さ
ん
は

話
し
ま
す
。
そ
の
思
い
は
、
ご

自
身
の
著
書
「
豪
雪
を
生
き
抜

い
た
農
民
た
ち
（
光
陽
出
版
社
）
」

や
「
松
之
山
郷
の
歴
史
散
歩
（
野

島
出
版
）
」
の
中
で
も
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
歴
史
を
と
お
し
て
郷
土
の
大

切
さ
を
教
え
て
き
た
関
谷
さ
ん
。

過
去
と
未
来
の
時
代
の
つ
な
ぎ

役
と
し
て
貢
献
い
た
だ
き
ま
し

た
。

松
代
町
文
化
財
保
護
審
議
会

の
お
知
ら
せ

関
谷
哲
郎
さ
ん
の
退
任
に
と

も
な
い
次
の
よ
う
に
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
．

【
議
長
】

　
樋
口
　
芳
男
さ
ん

【
副
議
長
】

　
山
本
善
平
さ
ん

【
新
委
員
】

　
鈴
木
栄
太
郎
さ
ん

　　　　　　　　　　11月2日（日）～11月3日㈲

作品展　会場：総合センター、活性化センター、区民会館、ふるさと会館

　　　　内容：松代町美術展、文化協会加入団体作晶展、松寿大学作品展、

　　　　　　　小・中学校作品展、社会福祉施設利用者作品展

マナビー広場　　旭堂旅館さん横道路

こどもまつり　　松代小学校体育館・グラウンド

（11月3日）　　午後1時30分～午後4時

　　　　　　（楽しい体験コーナー、スポーツコーナー）

寄付を贈る豊松吉美峰さん

善
意
を

あ
励
雌
琶
う

松月会の皆さん　寄付金15，000円

●
9
月
2
8
日
、
ま
つ
だ
い
雪
国

農
耕
文
化
村
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
「
豊
松
流
舞
踊
公
演
」
が
催

さ
れ
、
観
覧
に
訪
れ
た
約
三
百

人
が
優
美
な
舞
を
堪
能
し
ま
し

た
．
ま
た
、
開
催
に
あ
た
り
豊

松
流
家
元
豊
松
吉
美
峰
さ
ん
か

ら
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
金
　
1
0
0
、
O
O
O
円

松代上町社中の皆さん

お祭りチャリティーバザー売上金を寄付12，765円

72



㈹松代病院からのお知らせ一αゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆ

松
代
病
院
特
別
講
演
会
の
お
知
ら
せ

①
目
時
n
月
8
日
出

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

②
会
場
ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館
二
階
常
春
ホ
ー
ル

③
講
師
村
松
公
美
子
教
授

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
青
陵
大
学
　
福
祉
心
理
学
科
助
教
授
）

③
　
内
　
容
　
高
齢
者
の
健
康
管
理

　
　
　
　
　
　
「
高
齢
者
の
心
の
健
康
に
つ
い
て
」

④
　
入
場
料
無
料

　
老
い
て
も
健
や
か
な
毎
目
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
多
数
の
皆
様
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
（
問
い
合
せ
…
新
潟
県
立
松
代
病
院
　
7
－
2
1
0
0
）

松代病院では、地域の皆様がインフルエンザにかからないた

めの予防接種を10月中旬から行います．普段、松代病院に通院

されていない方や小さいお子様も予防接種ができます。

接種回数は、9歳以下は2回、10歳以上は1回で十分といわ

れています。高校や大学の受験を控えておられる方など、大事

な時期にインフルエンザにかからないため特にお勧めします．

インフルエンザの予防接種のみで来院される方は、毎週火曜、

木曜、金曜の午後3時から内科外来で接種できます．

接種料金は次の表のようになっています。　　　　　（円）

区　分 1回目料金 2回目料金 備　　考

一　般 3，720 1，730 13歳以上

児　童 3，400 1，410 6歳以上13歳未満

幼　児 4，140 1，690 3歳以上6歳未満
乳幼児 4，140 1，770 3歳未満

ただし、接種日に65歳以上の方は1，050円で接種できます。

松代病院では、高齢者の皆様を肺炎から守る目的で肺炎球菌ワクチンの予防接種を実施しています．肺炎

球菌ワクチンは、一生に一回しか接種できないワクチンで、昨年度の実施者は300人を超えています．

接種料金＝8，240円（他の疾病などでの診察時の接種は5，650円）

松代町では今年度から満70歳になる方を対象に、肺炎球菌ワクチン接種の補助（2，830円補助）を行います。

・対象者：昭和8年4月2日～昭和9年4月1目生まれの方
・補助内容：接種券（2，830円）を配布します．病院窓口で接種券をご提示のうえ受付をしてください．なお、

　　　　差額の5，410円（他の疾病などでの診察時の接種の場合は2，820円）は自己負担となりますので

　　　　病院窓口でお支払ください．

・補助期間：接種券の配布日から平成16年3月31目までに接種を受けた方に限られます．

松代町社会福祉協議会の主な業務

松織隊餐譲福難協議糞

介護事業 地域福祉事業

地
域
福
祉
一
般
業
務
　
　
（
ほ
の
ぼ
の
園
）

小
規
模
通
所
授
産
施
設
（
し
ぶ
み
の
家
）

生
き
が
い
活
動
支
援
　
　
（
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
i
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
ほ
く
ほ
く
の
里
）

訪
問
介
護
　
　
　
　
　
（
ほ
く
ほ
く
の
里
）

居
宅
介
護
支
援
　
　
　
　
（
ほ
の
ぼ
の
園
）

デ
ィ
マ
ビ
ス
　
（
（
誘
鋸
璽

（　）内は主な活動施設

　
こ
れ
ま
で
、
松
代
町
と
松
之

山
町
な
ど
で
構
成
す
る
社
会
福

祉
法
人
東
頸
福
祉
会
に
属
し
て

い
た
ほ
く
ほ
く
の
里
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
な
ど
が
、
1
0

月
1
日
か
ら
社
会
福
祉
法
人
松

代
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
”

関
谷
達
治
）
に
移
管
し
ま
し
た
．

　
今
回
の
移
管
を
う
け
て
松
代

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地

よりきめ細かい

域
福
祉
業
務
の
統
括
な
ど
従
＋

の
事
業
に
加
え
、
ほ
の
ぼ
の
閑

で
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
貯

く
ほ
く
の
里
で
の
介
護
事
業
入

ど
も
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
キ

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
介
護
嘉

祉
事
業
が
一
体
的
に
管
理
す
ワ

こ
と
が
で
き
、
町
独
自
の
よ
h

き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（

充
実
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す。のりる福まなほ園来組織改編にともない辞令の交付式が行なわれた
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　　　　　　　　　　　　◆会場：安塚町キューピットバレイセンターハウス1

　東頸城の物産店も同日開催！　　　1
主催：東頸城新そばまつり実行委員会　　1

　　　　　　　　　　　　◆問い合せ：東頸城農業改良普及センター　1

　　　　（TEL　9－2902）　1
　　　　　　　　　　　　◆
・蟻通毫越相…談嬉購寒嚇、揖構

　　　　　　　　　　　　争交通事故にあってお困りの方のために1
交通事故相談所を新潟・長岡・上越の3　1
箇所で開設しています。　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　◆　「損害賠償額はどのくらいか」「示談の　1

仕方は？」など様々な相談に応じていま　1

す。相談は無料で、プライバシーは堅く　1

守られます．　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　◆相談時間：午前9時～午後4時（月曜～金曜）1

●新潟交通事故相談所（県庁1階）　　　i

　　　　　　　TELO25－280－5750　1
　　　　　　　　　　　　◆●長岡交通事故相談所（長岡総合庁舎）　寺
　　　　　　　　　　　　争　　　　　　　TELO258－38－2665　1
●上越交通事故相談所（上越総合庁舎）　l

　　　　　　　TELO25－526－9645　1

　　　　　　　　　　　　1　り待
第鯛業頸城新馨ぽ諜騨斡　．1　響竃

　　　　　　　　　　　　1　出車とれたて、打ちたて、ゆでたての新そ1　　しに

ば、東頸城のそば名人たちが、腕により1野た擦
をかけた自慢の新そば6種類。　　　　　1石るれ
　　　　　　　　　　　　争　錯違年に1度の食べくらべ・この機会にぜi　覚ふ
ひおいしいそばをご堪能ください。　　1念走電
　くどれで’も小盛り1杯100円＞　　　1

　　　　　　　　　　　　◆目日寺：11月9目（日）　！1：00～14二〇〇　　　　　　毒

短
　
　
歌

久
々
に
予
定
な
け
れ
ば
昼
風
呂

を
済
ま
せ
て
足
の
爪
を
切
る
な

り
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

蜘
蛛
の
巣
の
銀
色
に
映
え
朝
日

さ
す
な
つ
か
し
き
ま
で
久
し
ぶ

り
な
る
　
　
　
柳
　
　
こ
め

農
舞
台
冷
夏
横
目
に
熱
く
燃
え

　
　
　
　
　
お
ん
で
　
こ

人
も
棚
田
も
鬼
太
鼓
に
酔
う

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

少
し
で
も
日
の
照
る
を
待
つ
出

穂
期
夕
焼
け
雲
に
明
日
を
頼
ま

蒲
生
句
会

満
月
に
大
地
の
祭
終
わ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
治

独
り
言
聞
き
流
し
つ
っ
葡
萄
食

う
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
す
す

補
聴
器
を
奨
め
ら
れ
を
り
秋
の

蝉
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぐ
さ

藪
蚊
追
う
高
見
盛
に
似
し
仕
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

畔
草
の
積
み
し
ぬ
く
も
り
ち
ち

ろ
虫
　
　
　
　
　
　
鐡
堂

ち
ょ
う
ち
ん

提
灯
の
よ
う
に
ほ
お
ず
き
色
づ

き
し
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

揺
れ
お
さ
え
線
香
花
火
の
玉
守

る
　
　
　
　
　
　
　
山
　
路

濡
れ
色
の
月
の
出
を
待
つ
山
河

か
な
　
　
　
　
　
　
龍
峰

し
ぶ
み
俳
句
会

目
焼
け
せ
し
土
工
仲
間
の
笑
い

顔
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

草
い
き
れ
生
あ
た
た
か
き
風
生

ま
る
　
　
　
　
　
　
紅
茶

霧
晴
間
か
す
か
に
望
む
火
星
か

な
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

中
仙
道
の
旧
街
道
は
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

新
調
の
子
供
み
こ
し
に
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

ひ
っ
そ
り
と
大
地
の
芸
術
虫
の

声
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

城
山
へ
登
り
下
り
の
法
師
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

は
な
す
す
き

花
芒
風
を
遊
ば
せ
暮
れ
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

下水遵の濤撮点検業書にご灘憲《凝毒い

最近、下水道の点検に来たと言って宅内のますの中を覗き、

管の詰まりを理由に清掃をすすめる業者が数社いるようです．

宅内の下水管は通常の使用では数年で詰まることはありませ

ん．また、管内の汚れはますを覗くだけでは判断できません．

違法行為を行っている訳ではありませんが、悪徳業者もいる

ようなので十分にご注意くさだい．

1相談先】役場建設課下水道係

　　下水道を適正に使うためには
①台所から食器洗い以外の油や、野菜・調理

クズを流さない。

②飲食業・学校等のグリストラップはこまめ

に点検し汚れている場合には清掃する。

③トイレで節水をする場合には、流れる水が

足》ず管の汚れの原因になる場合があるの

で、節水をする際には注意する。

人ロの動き

男　　2，042人　　（一1人）

女2，186人（一5人）
計4，228人（一6人）

世帯数　1，484世帯（＋1世帯）

出生　1人　　死亡　5人
転入　8人　　転出　10人

　　（15年9月末日現在）

同
］
圏
⇔
團
回

　
　
（
9
月
1
日
～
9
月
3
0
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
す
ぱ
る

浅
沼
　
昴
湧
　
　
　
剛
・
文
子
さ
ん

　
　
（
松
代
・
ゆ
き
つ
ば
き
荘
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

宮
澤
　
ヨ
カ
さ
ん
　
　
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
　
（
下
山
・
し
た
）

市
川
清
次
郎
さ
ん
　
　
　
η
歳

　
　
　
　
（
田
沢
・
せ
い
べ
い
）
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町の行事予定（10・11月）

111（火）

22（水）

23休）
地域インストラクター伝え方講習会安塚町町民会
館（24日まで）

24（金）
すくすく教室．S・れあい公園であそびましょう9二〇〇～

霜降

蜷㈱、
わくわくチャレンジ教室和紙づくり体験伊沢和紙
工房9二〇〇～

婦人消防協力隊講習会松代町役場9二〇〇～
　灘驚萎嚢ii

購萎，…灘iiii辮鑛

松代小学校創立130周年記念文化祭・記念式典

ラージボール卓球総合体育館

27（月） 第6回松代町市町村合併審議会松代町役場13二30～
読書週間

28（火）
第11回合併任意協議会松之山町自然休養村センター
13：30～

29（水）

新潟県弁護士会巡回無料法律相談，ぷるさと会館9：00～

十日町地域知事とのふるさとを考える集い中里村

ユーモール13二30

30（木） 松代町嘱託員会議松代町役場13二30～

31（金）

難1雛難馨iiil萎

　灘 生涯学習フェスティバル総合センターほか（3日ま
で）

灘i鞘
雛

灘萎鍵・灘

農協祭J　A十日町松代支店前
文化の日

こどもまつり松代小学校13＝30～

4（火）

5休） ツベルクリン反応検査総合センター13＝30～

6休）
すくすく教室新聞紙であそびましょう9二〇〇～

町音楽交歓会

7（金） B　C　G予防接種総合センター13：30～

∫
…
麟
㈱

；松代病院特別講演会．S，るさと会館13二30～

立冬

灘灘、亜雛欝

・i東頸城新そばまつり安塚町キューピットバレー11100～

・秋季火災予防運動（15日まで）

10（月）

11（火）

12（水）

13休）

14（金） 教育講演会、S，るさと会館19二30～

麟欝
．桐境”　　一’

i輩灘嚢藝、鵬…舞

17（月）

18（火）

19（水）

20休）

お知馨懸

　　　　　悪質商法に気を付けて
「利用料金を払え」という架空請求に関する相談が増えています

　架空の請求書やハガキ、電報などにより「情報料」「債権の免責

決定」などと偽った代金の支払いを請求する、いわゆる架空請求

に関する相談が増えています．

　契約や利用の事実がない場合は、当然、請求に対する支払いの

責任もありません。支払う前に、まずご相談ください．

　　　　　　　　　「架空請求」対処3力条

①身に覚えのない請求は無視し、支払わず放置する

②業者に対しむやみに個人情報は与えない

③料金を請求されたら支払う前に相談を

相談先：新潟県警察本部けいさつ相談室（TELO25－283－9110）

　　　　安塚警察署相談室（TEL2－0110）

　　▼　　o

顔にあたる冷たい雨が汗と混じって口に広がった。薄明かりがさ

す夜明けのロ・マン24のコース上。びしょ濡れでも泥でぬかるむグ

ランドに足をすくわれても、ただもくもくとタスキを運ばなければなら

ない。次の走者が待っているからだ。▼10年ぶりの冷夏に稲の刈

り取りも多くの労苦をさいなまれた。機械化された現代の農業で、

機械が使えないジレンマにかられつつ、倒れた稲を一株々起こし

ながら鎌で刈り取らなければならない。収量も例年に比べ3割か

ら4割も落ちたという話を聞く。ここでも雨は災いする。自然相手

のリスクの代償は多すぎるとつくづく感じる年だ。　　　　　㊨

貸金業規制法が改正されました

　深刻な社会問題となっているヤミ金融問題に対処するため、ヤ

ミ金融対策法（貸金業規制法及び出資法等の一部改正法）が成立

しました．主な内容は次のとおりです．

1．貸金業登録制度の強化

　貸金業登録の審査について、人的要件（例えば、暴力団員の排

除）の強化や財産的要件の追加など、さらに厳格な登録審査を行

うこととなりました。

2．違法な広告、勧誘行為の規制

　無登録業者の広告、勧誘行為について罰則が適用されるように

なりました．（罰則の新設⇒100万円以下の罰金）

3．違法な取り立て行為の規制強化

　正当な理由のない夜間の取り立て、勤務先など居宅以外への電

話や訪問、第三者への弁済の要求など行ってはならない取立行為

の具体例について、法律で明確にされるとともに、罰則も引き上

げられました（無登録業者の行為も罰則の対象となります）．

4．年利109．5％を超える利息での貸付契約の無効化

　貸金業者が年利109．5％を超える利息での貸付契約を行った場合

には、当該契約は無効であり、利息については一一切支払う必要が

ありません。

5．罰則の大幅な引上げ

　高金利貸付け、無登録営業に関する罰則が大幅に引き上げられ

ました．また、高金利を要求する行為も罰則の対象となりました。

・高金利違反⇒5年以下の懲役、1千万円（法人：3千万円）以

　下の罰金

・無登録営業→5年以下の懲役、1千万円（法人の場合1億円）

　以下の罰金

問い合わせは：新潟県産業労働部商業振興課金融係

　　　　　　　　　　　　（TELO25－285－6966）
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4T　E　E　N　　　　　　　石田　衣良

星ノマの舟　　　　　　　　村山　由佳

世界の中心で、愛をさけぶ片山　恭一

マチルデの肖像

恋する音楽小説2　　　　阿川佐和子
くらのかみ　　　　　　　小野不由美

キッドナップ　　　　　藤田宜永
妹とバスに乗って　レイチェル・サイモン

睡眠時無呼吸症侯群のすべて成井　浩司

技術屋たちのブレークスルー永井　　隆

中世越後の旅永禄六年北国下リノ遺足

　　　　　　　　大家　健
新しい国をつくる　　　　吉田　俊弘

ニッポンのサイズ

身体ではかる尺貫法　　石川　英輔

日本の統計　2003

【電　話】　7－2615
【ホームページアドレス】

http：／www．9．ocn．nejp／～m－tosho／

【メールアドレス】

m－tosyo＠beach．ocn．nejp
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『その騨火茄炎へ卿へ』

　　秋季火災予防運動
　　　　　11月9日（日）～11月15日仕）

婦人消防協力隊半日講習会の開催

日時＝10月25日（土）9＝00～11＝30

会場＝①松代町役場4階会議室（講話）

　　②分遣所周辺（実技指導）

内容＝①防災講話

　　②消防ポンプ取扱訓練

　　③地震体験　　　　ほか

　住宅防火　生命を守る7つのポイント

　　　　ー3つの習慣・4つのポイントー

　　　　　　　＜3つの習慣＞
○寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す．

　　　　　　　＜4つの対策＞
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する．

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置

する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力

体制をつくる。

纂羅罵羅簾．
　i墨撫螺・・

，
．
醤 蕪、

墾

十日町地域消防署職員の皆さんからフリー

マーケットでの売上金7，572円を社会福

祉協議会にご寄付いただきました
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